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東京ビッグサイト 

　日本最大のワイヤレス専門展示会「WIRELESS 
JAPAN 2005」（主催：リックテレコム、共催：
E.J.クラウス&アソシエート社）が、7月13日～15
日の3日間、東京ビッグサイトにて開催された。
来場者は過去最高の3万4126人を記録し、大盛
況のうちに幕を閉じた。 
　今年のテーマは「連鎖∞無限大」。広範な事
業者、技術者、ユーザー企業が集うだけでなく、
実際の各社のビジネスが有機的につながるイベ
ントとなることを目指した。 
　10年目の節目を迎えた今回は、移動体通信
の新規参入が大きな話題となり、キーマンを迎
えたワイヤレスコンファレンス会場は満員の賑
わいを見せた。 
　また10周年記念特別企画として「アジアワイ
ヤレスサミット」を同時開催。麻生総務大臣によ
る講演に加え、アジア各国からパネリストを迎
えて活発な議論が展開された。 

ワイヤレスの未来を実感した3日間 

開催日 

開催場所 



7月13～15日、モバイル／ワイヤレ

ス分野における日本最大の展示会

「WIRELESS JAPAN 2005」が、東

京のビッグサイトで開催された。連日

の猛暑にもかかわらず、3日間合わせ

て3万4000人超が会場を訪れた。

展示会場では、NTTドコモや

KDDI/auなどキャリアが出展するブ

ースが目を引いた。

NTTドコモは、最新端末を前面に

展示。12日に発表されたばかりの富

士通製「F 7 0 0 i S」、シャープ製

「SH700iS」が来場者の関心を集めて

いた。ソリューションでは、家電機器

を遠隔操作する「FOMA AVユニッ

ト」の実用イメージを例示した。周囲

360度を見渡せる防犯カメラや、犬の

餌やり装置などだ。

技術展示も注目を集めた。第4世

代向けと目される「1Gbpsリアルタイム

信号伝送実験」や非接点充電器など

により、近い将来のイメージが披露さ

れていた。

EZ FeliCaに注目

KDDI/auでは、正式リリースされ

たばかりの「EZ FeliCa」関連の展示

が人目を惹いた。対応端末である日

立製作所製「W32H」、ソニー・エリク

ソン製「W32S」のほか、ブース内に

実際の改札機を持ち込んで、端末を

使った改札を実演した。

内線と携帯電話を連携する

「OFFICE WISE」や、Webサービス

対応ミドルウェア「SOAP on BREW」

などのソリューション展示では、来場

者が熱心に説明員の話を聞く姿が見

られた。

ブース内セミナーは、次世代ネット

ワーク構想「ウルトラ3G」や「携帯電

話を使ったモバイルソリューション」

など、演目によっては立ち見が出るほ

どの盛況ぶりを見せた。

事実上唯一のPHSキャリアとなっ

たウィルコムのブースでは、「W-SIM」

関連の展示が人気を呼んだ。PHSの

基本機能を小型のモジュールに詰め

込んだW-SIMは、さまざまな用途へ

の応用が可能だという。着せ替え感

覚で筐体を変更できる「WILLCOM

SIM STYLE」のモックアップも展示

された。

キャリアのなかで異色だったのが、

イー・モバイル。新たに割り当てられ

る1.7GHz帯での携帯電話事業参入

を目指す同社では、コンセプトモデル

を並べることで、事業イメージをアピ

ールした。USB接続型、全面がディ

スプレイとなっている端末、音楽プレ

イヤーを意識した端末、携帯ゲーム

機型、フルキーボード搭載型の5機種

でコンセプトを具現化した。

YOZANは、12月のサービスイン

を目指すWiMAXを中心に訴求し

た。英エアスパン社製の据え置き型

端末や連携したWi-Fiカードなどの

実機を展示。まだほかに例がないシ

展示会レポート  

法人ソリューションに注目
“次世代”見据えた技術が続々
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WIRELESS JAPAN 2005が、併催展示会を含め190社の出
展のもと開催された。今回は携帯電話の枠を超え、無線LANや
WiMAX、固定系通信、放送などさまざまな分野との連携スタイ
ルが話題を呼んだ。

NTTドコモでは発表したばかりの
700iSシリーズに来場者が集まった

端末・ソリューションに分け展示され
ていたKDDIブース

4Gを意識した1Gbps
実験の様子をリポート

FOMA内蔵の
AVユニットを

搭載した監視装置
回転寿司風に
端末を展示

立ち見が出るほど人
気があった

モバイル放送は多彩なテレビ受信シーンを訴求



ック製のAV商品との連携イメージも

示された。

東芝は、端末中心の展示となった。

ボーダフォンに納入する「V501T」は、

牛などを模したラバー製の着ぐるみ

が人気を呼んだ。

京セラは、KDDI/auやウィルコム

向け最新端末が中心。高齢者や子

供に「やさしい」機能を訴求していた。

そのなかで、会期中ににわかに注目

を集めたのが、「iBurst」関連の展示。

PoCソリューション」は次世代ネット

ワークを意識した展示だった。

Bluetoothを利用した歩行者ナビゲ

ーションシステムの開発についても紹

介されていた。

パナソニック モバイルコミュニケー

ションズでは、昨年来のヒット商品

「カスタムジャケット」を中心に訴求。

実物のジャケットを手に入れられる自

動販売機や、オリジナル商品などの

展示が人気を呼んだ。他のパナソニ

ステムだけに、多数の来場者が詰め

かけた。

新たなマルチメディア実現

端末メーカーも、例年通り活況だ

った。

NECは、「N901iS」をはじめとした

最新ラインナップを一堂に集めた。

今年はソリューション展示にも力を

入れた。画像や音声などの統合サー

ビスを実現する「マルチメディア関連
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今年が2回目となる「次世代ワイヤレス

技術展」は、通信ネットワークを支える技

術と、開発を助ける計測機器やデバイス

を集めた展示会だ。

主催はYRP研究開発推進協会、リッ

クテレコムおよびE.J.クラウス&アソシ

エート日本支社。

今回は大学や研究機関の成果も取り

上げ、ユーザー本位のアプリケーション

開発の促進を目指した。

横須賀市産学官交流パビリオンでは、

各団体の共同研究の成果を展示。なか

でも東京大学とアイ・エックス・アイが取

り組む「ユビキタスサービス発見システ

ム」が注目を集めた。銀行ATMなどの

位置を微弱電波によって特定する仕組

みだ。

情報通信研究機構（NICT）は、モバイ

ルイーサネットやソフトウェア無線などの

研究を紹介した。

これらの研究開発に欠かせない測定

機器は、横河電機や東陽テクニカ、沖電

気工業などが出展。大いに存在をアピ

ールした。

また、東京医科歯科大学、法政大学、

日本サステイナブルコミュニティセンター

のブースでは、医療分野における応用例

を展示。会場に救急車を持ち込むなど、

ワイヤレス技術の広がりを感じさせた展

示会だった。

海外とも共同プロジェクトを進めるNICT 産学官の共同研究が来場者の目を引いた ワイヤレス技術の医療分野への応用が進行中

新ブランドを強烈に訴求するウィルコム

発表したばかりの
WILLCOM 
SIM STYLE

携帯電話事業参入を目指
すイー・モバイル

イー・モバイルの
コンセプト端末

YOZANはWiMAX事業を前面
にピーアール

エアスパン社製端末
を展示した

NECブースでは端末以外のソリ
ューションの関心も高かった

マルチメディア連携
技術PoCの展示

第2回次世代ワイヤレス技術展

産学官で協力、アプリケーションを披露



据え置き型、カード型端末の実機に

見入る来場者の姿が多く見られた。

インフラにも注目集まる

今年のWIRELESS JAPANで特

徴的だったのが、インフラ関連企業

の出展だ。

UTスターコムでは、基地局/Node-

B製品や、RNC等のバックボーン製

品、ゲートウェイ製品を展示。次世代

ネットワークを見据えたいま、相応の

インパクトをもって迎えられた。

シスコシステムズは、キャリア向け

ルーティングシステムをアピール。欧

米での実績を武器に、日本市場への

浸透を狙う戦略のようだ。

インテル、インフィニオンテクノロジ

ーズジャパン、ルネサステクノロジ、サ

ムスン電子、フリースケール・セミコン

ダクタ・ジャパンといった携帯電話向

けチップベンダーが勢揃いしたのも圧

巻だった。各社とも次世代を視野に

入れたチップを紹介した。

なかでも、クアルコムジャパンが提

案する「Media FLO」は、ひときわ来

場者の注目を集めていた。米国で具

体化している携帯電話向け放送サー

ビスMedia FLOの紹介では、商用

化を想定したデモンストレーションを

実施した。

また、さきごろKDDI/auが採用を

決めた CDMA2000 1x EV-DO

Rev.A対応チップ「MSN6800」なども

注目を集めた。

多様なソリューションが登場

モバイル／ワイヤレスを活用したソ

リューションも、特に来場者の関心が

高かった分野。

携帯電話と内線電話を連携するモ

バイルセントレックスやWi-Fiフォンで

は、キャリア各社のほか、NEC、沖

電気工業、ユニアデックス、ネットコ

ム・ジャパン、日商エレクトロニクス、日

立電子サービス、日立電線、協和エ

クシオがソリューションを展示した。

無線LAN関連では、エアゴーネッ

トワークスがMIMO対応機器を出展

したほか、IBSジャパンの位置情報

検知システムなどが来場者の耳目を

集めていた。

展示会レポート  
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「WIRELESS JAPAN 2005」の併催

展の1つ、「ネットワークロボット展」。初

の開催となる本展は、展示会とコンファ

レンスからなる。主催はネットワークロボ

ットフォーラム、E.J.クラウス&アソシエ

ート日本支社およびリックテレコム。

会場でひときわ目を引いたのは、ビジ

ネスデザイン研究所の「ハローキティロ

ボ」だ。「受付モード」を実装し、センサー

によって来客を感知すると、無線LAN経

由でオペレーターに通知。内蔵カメラの

映像を見ながら、オペレーターが遠隔操

作で来客に対応できる。先端技術も、普

及に際しては見慣れた形であることが肝

要だと痛感させる展示だった。

コンファレンスプログラムでは、慶応

大学の徳田英幸教授らの講演やシンポ

ジウムを実施。技術者らで満員となった。

ネットワークロボットの標準化について議論された

体長52cm、重さ約
6kg。価格は45万円

パナソニックはAV連携
を訴求した

カスタムジャケットの自販機

東芝は携帯電話の楽しさ
を訴えた

京セラではiBurstの展示
に関心が集まった

インテルはWi-FiやWiMAX
などさまざまな無線技術
を紹介

クアルコムの
端末向け放送
「Media FLO」

UTスターコムではインフラ
関連の機器を展示した

ハンディプリンターを出展
した富士写真フイルム

ネットワークロボット展

先端技術をわかりやすく応用



ITS EXPO東京会場レポート 

10周年を迎えた「WIRELESS

JAPAN 2005」では今回初めて、共

催イベントの1つとして「ITS EXPO

東京会場」が開催された。

ITS（高度道路交通システム）とは、

コンピューターや情報通信ネットワー

クを用いることで、交通事故や渋滞、

環境対策などの問題を解決し、安

全・安心・快適な移動を目指すシス

テム。

「愛・地球博」に合わせ、名古屋を

中心に各地でITS EXPOのセミナー

やデモンストレーションが実施されて

いる。特に7月は「ITS月間」として多

くのイベントが開催されたが、その目

玉の1つが「ITS EXPO 東京会場」

だ。主催は、ITS EXPO東京会場

実行委員会。

展示会場では、トヨタ自動車、日産

自動車、いすゞ自動車が車両を展示。

モバイルキャストも外国車を展示し、

DJブースを設置しダンスチームを配

して彩りを添えた。対面に位置した

モバイル放送も、同様に車両を展示。

ワイヤレスアプリケーションの広がり

を感じさせた。

トヨタと日産はそれぞれ「G-BOOK

ALPHA」と「CARWINGS」のデモを

行った。カーナビなどの情報端末に

携帯電話を組み合わせたもので、「車

のIT化」とも言われる「テレマティク

ス」の代表的なサービスシステムだ。

メールはもとより、事故や急病時の緊

急通報に対応するなど、従来のカー

ナビに比べてより高度な利用が可能

となっている。

いすゞは、商用車向けのテレマテ

ィクス「みまもりくんオンラインサービ

ス」を展示した。こちらは燃費の向上

や事故削減が見込めるという。

アライドテレシスとルートは、インタ

ーネットITS協議会と共同で、「モバ

イルIPソリューション」のデモを実施

した。

ルートが産学官共同で推進する

「SIMPLEプロジェクト」は、車両のブ

ロードバンド接続の実験成果を発表

した。道路沿いに設置した基地局と

車両間を、5GHz無線LANの802.11a

T u r b o モードで接続し、最大

108Mbpsの通信速度を達成。基地

局切り替え時のパケット損失も解消

した。

デモでは、名古屋市中区の「インタ

ーネットITS通り」とビッグサイトの会

場、それに愛・地球博のITS EXPO

名古屋会場をIPで接続。ビデオ会議

を実施して注目を集めた。

一方、コンファレンスも盛況だった。

初日は、実行委員長である千葉工

業大学の赤羽弘和教授の講演で開

幕。トヨタ、日産、モバイルキャストが

ITSへの取り組みを説明した。会場

には技術者ら多数が詰め掛けた。

午後には総務省、警察庁、経済産

業省、国土交通省が、ITS推進の取

り組みを語った。

最終日も熱心な聴講者で満席とな

った。インターネットITS協議会が

ITSの事業化へ向けた展望を概説。

KDDIとNECはそれぞれ取り組みと

今後の展開を詳解した。
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車と通信の連携が高度化
安全・安心・快適な交通へ
カーナビが珍しくなくなった昨今、情報通信技術を道路交通網に
活用するITS（高度道路交通システム）が注目されている。名古屋
の「ITS EXPO」と連動した「ITS EXPO東京会場」では、新技術
や産官学の共同プロジェクトなどの展示が来場者の目を惹いた。 満席となったコンファレンス会場

G-BOOK ALPHAは緊急通報に対応 CARWINGSはオペレーターサービスが特色 麻生総務大臣（奥）も試乗した



今年の「ワイヤレスコンファレンス

2005」では91のセッションが開かれ

た。同時併催の「アジア・ワイヤレ

ス・サミット」や「ITS EXPO 東京会

場」「ネットワークロボット展」のシンポ

ジウム等を加えると、過去最大の116

セッションを数える。

ワイヤレスコンファレンス2005は、

ワイヤレス＆モバイル分野全体を網

羅。講演者も通信事業者、端末ベン

ダー、チップメーカー、行政機関、大

学、ユーザー企業と多彩だった。

特に今回は一層の専門性を追求

し、「アジア・コンテンツ・フォーラム」

と「4G＋IEEE802ワイヤレスフォーラ

ム」を初開催。それぞれ複数のコー

スが設定された。さらにスポンサー

シップセミナー「次世代ワイヤレス・ネ

ットワーク技術＆ソリューション」や

「シスコシステムズDAY」「ウィルコム

DAY」を展開。基調講演、「ユーザ

ー事例」2コース、ウィルコムDAY、

シスコシステムズDAYには、早々に

「満員御礼」の札が下がった。

携帯電話の新規参入控え
新旧キャリアが総登場

今年のコンファレンスの最大の特

徴は、なんと言っても、携帯電話事業

の新規参入問題に業界中が注視す

る真っ只中で、新旧キャリアが総登

場した点だ。

特に、ボーダフォンの津田志郎会

長、NTTドコモの石川國雄副社長、

YOZANのa取直社長兼CEO、ソフ

トバンクの宮川潤一常務、イー・アク

セスの種野晴夫社長兼COO、ウィル

コムの八剱洋一郎社長、KDDIの小

野寺正社長兼会長が次 と々登壇する

初日の「Bコース」には、まさに申し込

みが殺到。多数の人が受講を諦めざ

るをえない事態となった。

「日本モバイル市場の変革」と題し

たこのコースでは、各キャリアが戦略

の全体像と最新の方針を語った。周

波数割り当て、WiMAX等の採用、

MNPのスタートといった話題に触れ

つつ、激変する移動体市場の可能性

を展望した（詳細はp116以降）。

また「セルラー＋無線LAN時代の

到来」というタイムリーなテーマ設定

の「Cコース」には、ライブドアの照井

知基上級副社長が登場し、無線

LAN接続事業について説明。折りし

も開期中に、「ライブドアが高速デー

タ通信向け無線技術iBurstによる

2GHz帯への参入意向を表明」という

ビッグニュースも飛び出して、話題を

さらった。

このほかCコースには、シスコや

UTスターコムというワイヤレス分野で

は新しい顔ぶれが登場。続くパネル

ディスカッションではチップベンダー各

社が「携帯電話と無線LANの融合」

をテーマに議論した。

4Gと無線LANの最新情報に
各分野の専門家が参集

最新技術の動向を見渡せる点も、

コンファレンスの特徴だ。特に初開催

の「4G＋IEEE802ワイヤレス・フォーラ

ム」には無線通信のプロが集まり、3

日間のトラックはいずれも満席だった。

このフォーラムでは、NTTドコモ

コンファレンスレポート 

116セッションに4500名が参加
政策・技術・事業戦略で論議白熱
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過去最大規模の116セッションを数えるコンファレンス会場に
は、3日間に約4500名が詰めかけた。新規参入問題の渦中にあ
る新旧キャリアも総登場。5カ国の通信政策担当者が集う「アジ
ア・ワイヤレス・サミット」では、麻生総務大臣も登壇した。

米UTスターコムの
創設者で社長・会長・
最高経営責任者の
ホン・リャン・ルー氏

米インテルの副社長兼
セールス＆マーケティング
統括本部長
アナンド・チャンドラシーカ氏

米シスコシステムズの
ワールドワイドモバイル
事業担当
ソリューション&
市場開発ディレクター
ジョン・ドイル氏



やKDDIが技術戦略を明らかにした

ほか、IEEE802無線規格の最新情報

が解説された。また、セルラーや無

線 LAN にとどまらず、MAN・

WAN・PAN・センサーネットワーク

といった新しい技術とその適用領域

が示されたことは、将来の方向性を

示唆するものとなった。

一方、テクニカルコンファレンスは

今回、端末やシステムの構成要素や

部品（デバイス）、組み込みソフトなど

の要素技術にテーマを細分化。より

専門性の高いコースが用意され、

R&Dで活躍する最先端の開発者や

研究者に役立つ催しとなった。具体

的には、無線LANフルモジュール、

マルチメディア・プロセッサー、携帯

電話OS、画像コーデック、P2Pネット

ワーキング、RFID等についての技術

セミナーが開催された。

コンテンツビジネスの将来を
アジアの視点で展望

モバイルコンテンツ市場を展望す

るトラックもあった。

やはり初開催となる2日間の「アジ

ア・コンテンツ・フォーラム」は、MCF

（モバイル・コンテンツ・フォーラム）の

主催。NTTドコモやKDDIのほか、

日本・中国・韓国の大手コンテンツプ

ロバイダーやTV局の代表が講演と

座談会を開き、おサイフケータイ、テレ

ビ対応、音楽配信といった話題を交

えながら、「PC向けコンテンツ市場と

の融合」や、「3G・定額制・フルブラウ

ザ搭載端末が市場をどう変えるか」と

いったテーマで議論を交わした。

14日には同じくMCF主催の「モバ

イルプロジェクト・アワード2005」の表

彰式が開かれ、受賞者78名が参集。

12人のプロジェクトリーダーが成功の

ポイントをスピーチした。
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7月14日、初の「アジア・ワイヤレス・

サミット」が同実行委員会の主催で開催

された。230名余の熱気で包まれた開会

式では、まず、YRP研究開発推進協会の

甕昭男会長が主催者を代表して挨拶。

続いて来賓の麻生太郎総務大臣が登壇

した。

大臣は「産業革命と同様、情報通信技

術の活用は経済発展に不可欠。『e-

Japan戦略』では世界一のブロードバン

ド網を実現したが、2010年のユビキタス

ネット社会を目指す『u-Japan政策』では

ワイヤレス技術が重要になる。ICT分野

は欧米主導の傾向にあったが、今後はア

ジア域内の協力を進め、アジア発の技

術を普及させよう」と講演した。大臣は

開会式後、ワイヤレスジャパン展示会場

の各社ブースを視察して回った。

ユビキタスの夢をアジアで共有

開会式に続く第1部「政策構想」では、

総務省総合通信基盤局の有冨寛一郎局

長、インドネシア通信省の郵政通信局長、

マレーシア・エネルギー・水・通信省の

通信局長、韓国情報通信部の電波研究

所長、タイNECTECの所長が講演した。

第2部では国内の通信事業者や機器

メーカーが、各々ユビキタスへの取り組

みを紹介。NTTドコモ代表取締役副社

長でネットワーク本部長を兼務する石川

國雄氏、KDDI代表取締役執行役員副社

長の伊藤泰彦氏、NHK総合企画室デジ

タル放送推進局長の竹中一夫氏、NEC

取締役執行役員常務の中村勉氏、パナ

ソニックモバイルコミュニケーションズ取締

役社長の櫛木好明氏、総務省総合通信

基盤局電波部長の竹田義行氏が講演。

パネルディスカッションでは甕YRP会

長をモデレータに、上記事業者と各国代

表が意見交換。法制度やインフラ事情

の違いを踏まえつつ「同じ夢を共有し」

技術協力や人材交流を深めることを約束

した。

第3部の「研究開発構想」では独立行

政法人情報通信研究機構理事で横浜国

立大学客員教授を務めるYRPの大森慎

吾副会長と、中国移動通信聯合会の副

会長が、研究開発連携の在り方を論じた。

アジア・ワイヤレス・サミット

5カ国の政策担当者が初会合

日本、インドネシア、マレーシア、韓国、タイの通信政策担当者が会合 国内の通信事業者やメーカーの経営者たちを交えて意見交換した

開会式では麻生太郎総
務大臣も講演

日本の通信政策を総務
省・総合通信基盤局の
有冨寛一郎局長が発表



移動体通信事業の基本は、「いつ

でも」「どこでも」「誰とでも」コミュニ

ケーションを図れることです。そのた

めグローバル化は必須の流れであ

り、着実にその方向に進んでいます。

2004年8月にボーダフォンに移って

から1年が経過し、日本と欧米の移動

体通信市場を対比してみるといくつ

か違いがあることを感じます。これま

での生い立ちによって国ごとに取り

組み方が異なるので、日本が先行し

ているところもあれば、海外が先行し

ているところもあります。

日本の移動体通信はスタート時、

音声通信を任意の場所で可能とする

ことが主な目標であり、そうなるまで

に多くの時間を要しました。当時の

普及率は欧米諸国より1ケタ低く、毎

月わずかずつ加入者を増やしている

状況でした。その後、NTTドコモの

「iモード」など、インターネット接続が

可能になったことがきっかけとなり、

市場は大きく成長しました。今日では、

「カメラ付き端末」「音楽コンテンツ」

「支払い決済」を含め、世界一進んで

います。

2G（第2世代携帯電話）では日本独

自の標準方式を採用していましたが、

いよいよ3Gになり世界標準方式の導

入が図られてきます。これまでさまざ

まなサービスや3Gが国内で先にスタ

ートした点を考えると、日本にはさら

なる努力の余地があると思います。

一方、日本の市場に今後導入され

る「MNP（番号ポータビリティ）」「新

規参入」「MVNO（Mobile Virtual

Network Operator）」は、すでに海

外が先行しています。

MNPの利用率が最も高いフィンラ

ンドと香港では、月額基本料や端末

の無料化により通信事業者が赤字に

転落しました。MNP自体に反対する

わけではありませんが、あまりに過熱

した顧客獲得競争は市場をかく乱さ

せるだけです。全体として調和のある

競争が必要ではないかと思います。

新規参入では、英国でハチソング

ループ「3」が3Gサービスの開始当初

から低価格な端末を販売しました

が、キャッシュフローは長期間マイナ

スが続き、加入者もそれほど獲得で

きていない状況です。

新規参入は慎重に検討すべき

日本は現在、携帯電話事業者は3

事業者4グループで競争しています。

さらに最大3事業者が参入して戦うこ

とになると、それだけの利用性がある

かどうかは慎重になるべきです。しか

も携帯電話は社会インフラになってい

ます。産業としてのビジネスチャンスが

オープンであるべきだという点に異論

はありませんが、公益性の高い事業

に参入して長続きせず短期間に売り

買いされると、結果としてお客様に迷

惑をかける可能性があります。

MVNOでは、13事業者が乱立し

たデンマークの場合、価格は下がっ

たものの設備を持っている事業者が

経営難に陥り、市場から撤退するケ

ースが出ています。過当な競争がト

ータルに見て国益にプラスに働くか

どうか、検討する必要があると思い

ます。

日本の市場が、事業者もメーカーも

エンターテインメント系に注力してきた

のに対し、海外はもっとベーシックな

部分を重視しながらエンターテインメ

ント系に力を入れてきました。米国

では最近、音声の利用が飛躍的に伸

びています。われわれも音声通信を

もう一度見直し、もっと工夫したり知

恵を払う必要があるのではないでし

ょうか。

従来どおり、移動体通信で日本が

世界をリードし続けるには、市場の健

全な成長が不可欠です。いろいろな

イノベーションを起こしうるだけの体力

を維持しなければなりません。短期

的な利益を追求して市場を混乱させ

るよりは、長期的に市場の成長を持

続できるだけの余力を保ち、次のサ

ービス・技術の開発に資金を回せる

ようにすることが必要です。

さらに日本のイノベーションが引き

続き世界のお客様に受け入れられて

貢献するとともに、生活をより豊かに

するために事業者はもっと努力しな

ければならないと思います。

コンファレンスレポート 

質的変化を迎えている移動体通信
音声にはまだ工夫の余地がある
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ボーダフォン　代表執行役会長　津田志郎氏



ユビキタス社会を実現するFOMA
クレジットブランドを早期に立ち上げる

世界の携帯電話契約数は2004年

12月末現在、約17億契約と5年間で

約2倍に増えました。特に中国市場

の急成長が要因となって、アジア・大

洋州で大きく伸びています。

NTTドコモは世界に先駆けて01

年10月に3Gサービスの「FOMA」を

開始しました。今後ユビキタス時代

を迎えるなか、高速大容量で、しか

も世界に通用する方式としてW-

CDMAを採用しました。

W-CDMAは05年5月末現在、ヨー

ロッパを中心に29カ国・地域でサー

ビスインし、契約数は2659万となって

います。日本ではドコモとボーダフォ

ンが採用し、1400万の契約者のうち

当社は1288万と最多の利用者を有

しています。

日本の携帯電話市場を見ると、今

年6月末の契約数は8800万、普及率

は68％に達しました。このうち3Gは

3000万超と全体の35％を占め、2G

からの移行が順調に進んでいます。

現在、FOMA契約者のデータ通信

利用の平均は1人当たり1日5000パ

ケットを超えています。1999年2月にi

モードサービスを開始した当時の平

均は100パケットでした。コンテンツ

やネットワークが充実し、料金がリー

ズナブルになってきた結果ですが、5

～10年後を考えると、データ通信の

需要はますます高まると思われます。

そこで、定額制など使いやすいサー

ビスを提供することが、事業者の課

題であると考えています。

FOMAもサービス開始当初は、加

入者の移行が進まず、ネットワークも

スムーズに動かないという状況が続

きました。その後、エリアの充実、バ

ッテリーの改善、機能の向上により、

加入者が増えていきました。その間、

FOMA全体の研究開発費は昨年度

までに4000億円、設備投資は1兆

4000億円以上に上ります。

F O M A の 通 信 速度は最高

384kbpsですが、06年上期には最高

14MbpsのHSDPA（High Speed

Downlink Packet Access）サービス

を開始する予定で

す。さらに4G、5Gの

技術開発も進めてい

きます。移動も固定

も一緒になりながら、

誰でも簡単に、速く、

多様なコミュニケー

ションを可能にして

いくことが重要では

ないでしょうか。

携帯電話によるユビキタスの実現

には、人と人、人と物、物と物のさま

ざまな結びつきがあります。時間や

場所を意識せず、快適にコミュニケ

ーションが図れる状況にしていきた

いと考えています。例えば、非接触

ICチップ「FeliCa」を携帯電話に搭載

した「おサイフケータイ」があります。

支払いについては、先に入金する

プリペイドだけでなく、今年4月にク

レジット決済サービスを発表しまし

た。できるだけ早くクレジットブランド

を立ち上げ、決済端末の配備などの

環境を整えた後、自社のクレジットカ

ードを発行し、端末をカードとして使

えるようにします。携帯電話のインタ

ーネット接続機能や高精細画像、操

作ボタンにより、カードにはない新た

な利用シーンが生まれるのではない

かと研究しています。

自らエリアを作ることは義務

携帯電話は、いかなる周波数であ

れ、エリアを自ら作っていくことがオ

ペレーターの義務であり、そのリスク

を負いながらサービスを提供するの

は当然のことです。ユビキタス社会

を実現していくためには、端末やネッ

トワークを高機能化し、外部インター

フェースで固定とも一体化し、生活や

ビジネスのなかで使われるようにす

ることが必要です。
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NTTドコモ　代表取締役副社長　石川國雄氏

図　1000万契約を突破したFOMA契約数
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当社は今年12月、1.9GHzのPHS

インフラと280MHzのページャインフ

ラを利用して、ワイヤレスブロードバ

ンドWiMAXと、電波の到達距離が

長いページャのハイブリッドサービス

を始めようとしています。

従来の電話が1回線1通話なのに

対し、ワイヤレスIP電話は1回線多通

話という効率的な回線仕様です。し

かも簡単な設備で、従来の電話網に

代わる通信網を作ることができます。

当社はアジアで初めてWiMAXの

商用サービスを行う事業者です。従

来の電話通信網に代わる、ワイヤレ

スのポータルアクセスポイントになり

うると確信しています。まず東京23区

でスタートし、1都8県にエリアを展開

した後、来年初夏を目指して東名阪

に自営網を構築する計画です。

私たちがWiMAXを選択した最大

の理由は、「インターナショナル・スタ

ンダード」だからです。約6年間にわ

たる標準化の実績と、国境のないサ

ービスがその用件を満たしています。

また、WiMAXフォーラムと、世界の

PCにデファクトスタンダードを確立した

インテルが推進母体となっています。

なぜ収益性を失ったPHSを買収

したのか―。これは過去4年間、

当社に市場から寄せられ続けた最大

の疑問でした。しかしPHSの設備を

次世代通信網に転用するという考え

方は間違っていなかったと思います。

当社は首都圏にビル上局5000局、

23区内に電柱局6万5000局の計7万

局を保有しています。次世代通信網

の基地局ポイントとして早期展開する

のに十分な数です。従来の基地局を

新たに作るには4カ月から1年はかか

ります。一方、当社は開局まで約1週

間でリニューアルすることが可能で、

設置コストも安くてすみます。650局

をWiMAXに変更するだけで、PHS

と同じエリアをカバーできます。これ

により、50億円に及ぶPHS事業のコ

ストが今年度をもってピークアウトし

ます。

今年12月に参入するサービスは、

FWA（Fixed Wireless Access）で、

開始時には卓上送受信機「EasyST」

を市場に投入します。06年夏には、

WiMAX PCカードを提供する計画

です。また、WiMAXとページャのデ

ュアルモード端末も予定しています。

例えるなら、WiMAXの5GHz帯は紫

外線、ページャの280MHz帯は赤外

線です。280MHz帯は高

い浸透圧を持っており、

地下2階でも中継局なし

に着信できます。

WiMAXサービスは、2

年後の07年には、モバイルWiMax

（IEEE802.16e）に進化します。伝送

速度や遅延時間のQoS（優先制御）

を管理できる点が特徴です。消費電

力を抑制し、携帯電話型の端末が提

供しやすくなります。800MHz帯、

2GHz帯の端末とも劣後しない形で

使うことができます。

VNO事業者にサービスを提供

このサービスは、VNO事業者に対

し、空中線網によるバックボーンを低

コストで提供します。コンシューマ相

手に競争を戦い抜く体力がなくても、

自ら電話回線を保有することなく電話

事業を始めることができます。

WiMAXの帯域は 3 . 5GHz や

5.8GHzなどが提案されています。

4.95GHzは日本だけの帯域ですが、

WiMAXフォーラムに推奨を求めて

います。私の持論では、WiMAXに

必要なのは4 . 9 5GHz、3 . 5GHz、

5 . 8 GH z のトライバンド、それに

2.5GHzを加えたクワッドバンドの開

発です。早期にWiMAXを世界共通

のブロードバンドサービスにしたいと

考えており、こちらから各国仕様に合

わせていきます。是非ともご支援、ご

協力をお願いいたします。

コンファレンスレポート 

アジア初のWiMAX商用サービス開始へ
PHSインフラを活用した次世代網の発展目指す
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YOZAN 代表取締役社長兼CEO @ 取直氏

図　WiMAXサービスの進化

2005～ 2007～ 
WiMAX 802.16-2004 802.16e
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ワイヤレス・ブロードバンド市場の活性化に向け
旧来の垂直統合型からオープンな参加型へ

ソフトバンクの通信事業のビジョン

は、「いつでもどこでもつながる最適

なブロードバンド環境を提供する」こ

とです。

1995年にヤフージャパンを設立し

て以来、ADSL事業の「ヤフーBB」、

IP電話事業の「BBフォン」や光ファイ

バー事業など10年かかってブロード

バンド事業を立ち上げてきました。

昨年12月には、電話加入権のいらな

い「おとくライン」を日本テレコムから

提供して脱NTTのインフラ作りを始

めました。

ソフトバンクBBの中核事業である

ADSLは順調に会員を伸ばし、現在

約500万人、BBフォンは約460万人

になっています。また、無線LANに

よるワイヤレス・ブロードバンド「無線

LANパック」の加入回線数は約110

万です。

そろそろ次のステージとして、モバ

イルのインフラも一緒に提供し、最終

的にはユビキタスなブロードバンド環

境を作りたいと思っています。移動

体通信単体の発展ではなく、総合通

信会社として人類と社会に貢献する

サービスが目標です。

ソフトバンクでは、ブロードバンド

をコアにして、インターネットカルチャ

ー事業や投資ファンド、eコマース、

オンラインゲームを総合的に提供する

ことが目標です。また、お客様にパッ

ケージやバンドル商品の販売、料金

請求・収納、顧客サービスなど、あら

ゆる通信サービスを1つのインフラか

ら提供するワンストップな関係を作る

ことで、顧客満足度の向上を目指し

ています。具体的には、固定と無線

を融合し、屋内のWi-Fiと屋外のモ

バイルをつなぎシームレスな環境を

提供します。

技術的にはWi - F iと 3G のW-

CDMA方式のハンドオーバーが1つ

の課題です。そこで、埼玉県の街中

に3Gの基地局を作り、ユーザーの宅

内にあるWi-Fiやマクドナルドの店舗

のホットスポットと結んで実験を行っ

ています。無線パケット通信方式の

HSDPAでは、14.4Mbpsで通信する

ことに成功しました。

ワイヤレス・ブロ

ードバンド市場の拡

大と活性化には、端

末からコンテンツま

で同じキャリアがサ

ービスを提供する従

来の垂直統合型で

はなく、オープンな

参加型事業モデルの構築が必要で

す。多様化するお客様のニーズに応

えるには、コンテンツプロバイダー専

用の端末や、ゲーム機メーカーブラン

ドの端末があってもいいのではない

でしょうか。電波は有限なので、当

社だけが携帯電話事業を始めるので

はなく、広く参入の機会を用意して、

オリジナルの端末を作れるようなオ

ープン性を求めていきたいと考えて

います。

メイン端末を目指す

当社が携帯電話事業に参入できる

としたら1～2年後でしょう。06年中

に3Gのデータ通信サービスを提供し

た後、音声サービスを開始する計画

です。新規参入事業者にとって、最

大の課題はエリアのカバレッジです。

携帯電話サービスが始まった当初と

は異なり、現在の携帯電話はライフラ

インとなっています。ボーダフォンが

MVNO事業を始めるという話があり

ますが、全国にある程度インフラを

展開した上で、届かない地域にはロ

ーミングする可能性もあります。

新規参入により、利用者が複数台

の端末を持つとしても過渡的なもの

であり、いずれは一方を捨てることに

なります。06年にはMNPが導入され

ますが、既存の携帯電話事業者に代

わる存在として、メイン端末を乗り換

える先になりたいと考えています。
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図　ソフトバンクが描くワイヤレス・ブロードバンド環境
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日本のADSLサービスは世界一安

くて速いといわれます。当初、海外

に先を越されていた市場を変えたの

は、既存のキャリアではなく当社やソ

フトバンクといった新規参入の事業者

でした。

当社のADSL加入者数は2005年3

月末で約220万人に達し、売上高も

加入者に比例して増えるなど、固定

系事業は順調に伸びています。

移動体分野は1.7GHz帯の新規参

入事業者への開放、MNPと、節目に

さしかかっています。ADSL事業で

財務基盤が固まってきたため、モバ

イル市場への参入を目指して今年1

月、携帯電話事業を企画するイー・モ

バイルを設立しました。

03年に2GHz帯を新規事業者に開

放する話があり、米ナビニネットワー

クスのTDD方式を日本で実用化しよ

うと実験免許を申請しました。今年

に入ってからは、1.7GHz帯でNTTド

コモやボーダフォンと同じW-CDMA

方式で実証実験を行っています。

モバイル市場は現在3事業者で8.5

兆円のマーケットです。固定系ブロ

ードバンド市場が300社で約7000億

円の規模であることと比べると、寡占

に近い状態といえます。

日本の携帯電話はすでに飽和状態

にあり、端末価格やサービスも十分

と言われますが、決してそうではあり

ません。

通話料金は米国や香港よりはるか

に高く、利用時間は3分の1です。普

及率も頭打ちといわれますが、実は

日本より普及率の高い国は多く、

100％以上に達している国も少なくあ

りません。プライベート用と仕事用な

ど複数所有している人がいるからで、

日本でも2台目、3台目の市場は十分

あるのではないかと考えています。

06年にはいよいよMNPが始まりま

す。当社が今年5月に実施した調査

では、利用者の約7割は「番号が変

わるという制約がなければ事業者を

変えたい」と考えていることがわかり

ました。

MNPと同時に新規参入を認めた

英国では、解約率が高まり競争が促

進されました。一方、MNPのみ実施

したフランスの場合、特に変化はあ

りませんでした。MNPを導入するな

ら、新規参入と併せて流動性を高め

るべきだと思います。

データ通信に期待するユーザー

携帯電話ユーザーは、新サービス

として、「高速データ通信」「映像メー

ル送信」などのデータ通信サービス

に期待しています。当社の調査でも、

回答者の50％以上が、スケジュール

連動やファイル転送などのPC連携機

能を強化した端末、ファイル編集やソ

フトウェアのカスタマイズといったPC

並みの機能をもった端末、スマートフ

ォンなどを利用したいと答えています。

こうしたことから、携帯電話事業で

はハイエンドのデータ通信に特化し、

「最新技術の採用」「シンプルな料金

体系」「新しいビジネスモデル」を提

唱しています。ビジネスモデルとして、

オープンなネットアクセスとシームレス

なFMC、端末のモジュール化のほか、

家電への搭載を進めています。

加えて、新たにMVNO市場を開拓

する計画です。英ヴァージングループ

は、独Tモバイルのネットワークを利

用してMVNOを行っていますが、ヴ

ァージンのブランド力もあって加入者

は500万に上ります。

モバイル市場は今後5～7年で10

数兆円規模に拡大すると予想されて

います。過当競争によってマーケット

を縮小することなく、MVNO、FMC、

モバイル家電、高速データ通信とい

った新しい角度からサービスを提供

することで、市場を形成・拡大してい

きたいと思います。

コンファレンスレポート 

ADSL事業の次は携帯電話事業
高速データ通信で市場を開拓する
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図　日本の携帯電話は利用時間が短い　
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世界初の音声定額サービス
次世代PHSシステムで世界最速が夢

ウィルコムは、京セラ子会社の

DDIポケットから2004年10月に資本

構成が変わり、今年2月に現在の社

名に変更しました。

加入者数は、1995年にサービスを

開始してから1年半で300万に達し、

ピーク時は367万まで増えたものの、

その後は減少しました。しかし、デー

タ通信の定額制を導入した01年以

降、300万前後を維持しています。一

方、音声は減少が続き、特に個人向

けは58カ月間純減となりました。とこ

ろが今年3月に音声定額サービスを

導入したところ加入者が急増し、純

増数ではNTTドコモ、auに続く3位

で推移しています。

音声定額は、電波という限られた

資源を使っているプレーヤーにとって

難しく、一部の例外を除いて、世界

でも初めてのサービスです。

基地局の設置には、「マクロセル」

と「マイクロセル」の2つの方式があり

ます。大半の携帯電話事業者が採用

しているマクロセル方式は、2km単

位でアンテナを立て、1基地局で広

いエリアをカバーします。一方、PHS

はマイクロセル方式で、100～200m

単位で無数のアンテナを展開するこ

とで、1ユーザー当たりの速度を最

大化できます。

マイクロセルがPHS以外の移動体

通信に敬遠される理由は、かなりの

数の基地局を打たなければならず、

エリアの拡大が難しいからです。そ

の代わり、複数の端末から速いスピ

ードの要求があったときでも、同じス

ピードを出すことができます。

通話時間は30倍以上に

新規加入者に行ったアンケート調

査では、音声サービスの総合評価で、

計93％のユーザーが「周囲に薦めた

い」と答えています。また、58％のユ

ーザーが携帯電話を併用しており、

42％がこれまで毎月1万円以上を携

帯電話の利用料金に使っていたこと

がわかりました。一方、不満点は

35％がエリアのカバー率を上げてい

ます。

従来、平均通話時間は他

の携帯電話事業者が約3時

間で、当社間は約20分でし

た。ウィルコム同士の通話

を無料にすると10倍ぐらい

伸びるのではないかと考

え、200分を想定しました。

しかし、サービスを開始し

た5月の実績は、1ユーザー当たり平

均16時間以上、当社間では予想の

30倍強の約10時間通話していたこと

が分かりました。「今まで、皆さんはこ

れだけ話をしたかったのか」とプラン

の甘さを身にしみて感じました。

現時点の収益はとんとんですが、

ウィルコム間通話のアクセスチャージ

がかからないようITX（NTTの交換

局に設置するバイパス装置）へ置き換

えることで、収益増が見込めると思い

ます。

今年7月には、PHSの無線部分を

モジュール化した「W-SIM」を発表し、

併せて、PHSに参入したくてもできな

かったメーカーが参入しやすくなる仕

組みも作りました。無線インフラとネ

ットワークの構築・運用をウィルコム

が行ない、パートナーはそれぞれの

コア技術に特化した形で一緒にビジ

ネスができるようになります。

PHSの通信速度は128kbpsと

256kbpsです。1.5Mbpsを目指したい

のですが、2年くらいはかかるでしょ

う。ただ、WiMAXなども登場してお

り、それらのよい点を組み合わせた

次世代PHSシステムを構築したいと

思います。WiMAXをはじめとする

無線通信技術に利用されるOFDM

（直交波周波数分割多重）を取り入れ

た次世代PHSを日本生まれの技術と

して、最速の世界標準システムにして

いきたいというのが夢です。
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図　日本発の技術で最速の世界標準へ
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日本は3Gの契約者数が3373万に

なり、携帯電話ユーザー全体の約

38％を占めますが、auでは加入者の

93％にあたる1827万が3Gに移行し

ています。

当社は1999年にインターネットサー

ビスのEZwebを開始して以降、

CDMA 1x、1xEV-DOとCDMAネッ

トワークを高速化してきました。お客

様にとってサービスエリアのカバレッ

ジは必要最低条件ですから、ベース

となるエリアを確保しながら新しい

サービスを導入しています。

2006年に開始する予定の1xEV-

DO Rev.Aは、サービスの種類に応

じてパケットを優先制御（QoS）する

ほか、上りの速度が現行1xEV-DO

（Rev.0）の154kbpsから1.8Mbpsへ

と大幅に速くなり、リアルタイムの双

方向通信が可能になります。

こうしたネットワークの進化は、ユ

ーザーのビジネススタイルに変革をも

たらしてきました。PCや携帯電話に

よる社内情報へのアクセスやテレビ

会議だけでなく、GPS機能を活用し

た配車・配送管理のような位置情報

の重要性も増しています。

1X WINで定額制が登場したこと

で、世の中は大きく変わってきたと思

います。当初導入した「EZフラット」

は敷居が高かったため、その後「ダ

ブル定額」「ダブル定額ライト」でユー

ザーが定額制に入りやすいようにし

ました。その結

果、通信料金を

気にせずに大容

量のコンテンツ

を楽しめるよう

になりました。

KDDIでは、

単にネットワー

クを進化させる

だけでなく、コ

ンテンツプロバイダーにもメリットが

あるプラットフォームを提供する必要

があると考えています。例えば、テレ

ビやFMラジオを端末に搭載するだ

けでは、ユーザーの利便性は向上す

るかもしれませんが、提供する側に

メリットはありません。そこで新しい

サービスを提供しようとインタラクティ

ブにこだわり、FMトランスミッターを

載せて、ダウンロードした音楽をカー

ステレオや自宅で楽しめるようにしま

した。

FeliCaで新しいサービスに期待

今年9月からは、FeliCa機能を搭

載した「EZ FeliCa」がスタートします。

最初は鉄道の定期券やプリペイドか

ら入りますが、電子マネー、クレジッ

トカードなど活用場面が広がること

で、情報社会のインフラになります。

携帯電話と組み合わせて新しい使

い方やサービスが期待できると思い

ます。

携帯電話は今後、地上デジタル放

送や家電との連携など、パーソナル

ゲートウェイとしての方向に進んでい

くのではないでしょうか。当社はイン

フラ事業者であり、コンテンツプロバ

イダーやASP、端末メーカーとのコラ

ボレーションによって開発体制を強化

し、プラットフォーム全体の最適化を

図っていきます。

今年6月には、次世代通信インフラ

の「ウルトラ3G」を発表しました。無

線LANやWiMAXなど、新しい通信

技術が登場していますが、それぞれ

の特徴を融合し、どこにいても最適

なサービスを自動的に選んで提供す

ることが課題です。例えば、バスに乗

っている間は映像を見ながらメール

をやり取りし、バスを降りると音声通

話、帰宅すると大画面でコミュニケー

ションする。このように、特定のアク

セス方法に依存することなく、シーム

レスなサービスを実現したいと考え

ています。

コンファレンスレポート 

進化するCDMAネットワーク
高速化でライフスタイルが変化

テレコミュニケーション SEPTEMBER 2005122

KDDI 代表取締役社長兼会長　小野寺正氏

図　CDMAネットワークの進化
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無線インフラ構築に乗り出す
ポータル×通信で相乗効果狙う

今までさまざまな公衆無線LAN

サービスが登場してきましたが、ど

れも必ずしも成功していませんでし

た。ユーザーが既存サービスに対し

て、「使える場所が少ない」「料金が

高い」「相互乗り入れできない」「つ

なぎ方が分からない」という、4つの

不満を抱いていたからです。特にロ

ーミングに関しては、海外に比べ日

本では遅れている印象があります。

逆にこの不満をクリアすれば、ユ

ーザーはメリットを感じてくれるでし

ょう。当社が来月の試験サービス開

始 に 向 け 準 備 を 進 め て い る

「livedoor Wireless（旧称：D-cubic）」

サービスは、これら課題を解決する

「理想のモバイルブロードバンド」を

目指しています。

当社は意思決定が早いと言われ

ていますが、今回のサービスについ

ては1年以上を掛け、さまざまな可能

性を検討してきました。

昨年の4月か5月ごろに弊社社長

の堀江と会食した折には、いかにポ

ータルへ集客するかを話し合いまし

た。そのとき、ソフトバンクグループ

の「Yahoo!JAPAN」と「Yahoo!BB」

のようなポータルと通信インフラの

関係が有効であり、相乗効果を生む

だろうと考えました。

先ごろ発表した月額525円という

戦略的な価格設定ができたのも、ポ

ータルとの連携を前提としているか

らです。もちろん、通信事業単体で

の利益も見込んでいますが、ポータ

ル事業と連携することにより新たな

収益を産み出すと見込んでいます。

例えば、IDをお持ちの方には、ライ

ブドアのコンテンツ限定で無料通信

できるといったサービスも考えてい

ます。

通信インフラについては、成熟期

に入ったADSLよりも、無線を使っ

たほうが有効だという判断に至り、

ただちに技術検討に移りました。

さまざまな無線技術を検討するな

かで、「すでに広く普及している」こ

とを重視しました。無線LANでいえ

ば、将来的にはより性能の高い

IEEE802.11nという選択肢もあるか

もしれません。しかし、多くの製品

を得られる802.11b/gの方が、現時

点で優位だと判断しました。

ローミングの面でも有利でしょう。

すでに、米アイパス社との間で提携

を結んでおり、国際的な利用が可能

になります。国内では京セラコミュ

ニケーションシステムとの間でローミ

ングできるようにするほか、多くの仲

間を集めたいと考えています。特に

地方部では、われわれのような存在

を待っている事業者が多くいるので

はないでしょうか。

iBurstで無線LANを補完

さらに広域をフォローし、無線

LANサービスを補完するための無

線技術にも着目しています。ここで

は京セラの「iBurst」を用いて、現在

割り当てが検討されている2GHz帯

でのサービス提供に手をあげる方針

です。

同時にWiMAXの採用も考えまし

たが、やはり開発のスピードで一歩

リードしているiBurstの方に軍配が

あがりました。

iBurstは、1カ所の基地局で10km

近いエリアカバーができるため、無

線LANの適用が困難な郊外等への

適用を考えています。双方を組み合

わせることで、どこでも使えるサー

ビスを目指します。

さらに、PLC（電力線搬送通信）の

導入も検討しています。コンセント

があれば、どこでもブロードバンド環

境を利用できるPLCには期待してい

るところです。

ただし、iBurstとPLCのいずれに

しても、総務省による認可が前提に

なります。2GHz帯では、アイピーモ

バイルとウィルコムの2社も割り当て

を要望していると聞きます。

電波は公共財であり、継続的な事

業モデルが求められます。無線

LANやポータルを組み合わせた総

合的収益構造を持ち、フジテレビグ

ループとの提携等で資金面にも不安

のない当社は、総務省が求める継続

的な事業を実現できます。
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ライブドア　執行役員上級副社長　ネットワーク事業本部　照井知基氏


	WIRELESS JAPAN 2005 スペシャルレポート
	展示会レポート
	法人ソリューションに注目
“次世代”見据えた技術が続々
	産学官で協力、アプリケーションを披露
	先端技術をわかりやすく応用

	ITS EXPO東京会場レポート
	車と通信の連携が高度化
安全・安心・快適な交通へ

	コンファレンスレポート
	116セッションに4500名が参加
政策・技術・事業戦略で論議白熱
	アジア・ワイヤレス・サミット
5カ国の政策担当者が初会合
	質的変化を迎えている移動体通信
音声にはまだ工夫の余地がある
	ユビキタス社会を実現するFOMA
クレジットブランドを早期に立ち上げる
	アジア初のWiMAX商用サービス開始へ
PHSインフラを活用した次世代網の発展目指す
図
	ワイヤレス・ブロードバンド市場の活性化に向け
旧来の垂直統合型からオープンな参加型へ
	ADSL事業の次は携帯電話事業
高速データ通信で市場を開拓する
	世界初の音声定額サービス
次世代PHSシステムで世界最速が夢
	進化するCDMAネットワーク
高速化でライフスタイルが変化
	無線インフラ構築に乗り出す
ポータル×通信で相乗効果狙う



